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衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
河
川
整
備
基
本
方
針
及
び
河
川
整
備
計
画
の
策
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
具
体
的
な
期
間
と
費
用
総
額
」
に
つ
い
て
は
、
見
積
も
っ
て
い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

多
摩
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
「
流
域
内
の
洪
水
調
節
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
も
調
査
・
検
討
を
行
う
」
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
洪
水
調
節
施
設
の
整
備
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

球
磨
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
定
め
る
「
流
域
内
の
洪
水
調
節
施
設
」
の
具
体
的
な
整
備
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
球
磨
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
同
河
川
整
備
基
本
方
針

に
お
い
て
、
治
水
対
策
を
川
辺
川
ダ
ム
に
限
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
一
級
河
川
球
磨
川
水
系
球
磨
川
（
以
下

「
球
磨
川
」
と
い
う
。
）
の
人
吉
地
点
等
に
お
け
る
現
状
の
流
下
能
力
は
、
同
河
川
整
備
基
本
方
針
に
定
め
る
計
画
高
水
流

か
い

量
と
の
間
に
乖
離
が
あ
る
た
め
、
同
河
川
整
備
基
本
方
針
に
お
い
て
、
治
水
対
策
と
し
て
の
河
川
改
修
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
。

一



二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

ぜ
き

既
設
の
固
定
堰
に
よ
り
、
そ
の
上
流
部
で
洪
水
時
の
水
位
が
上
昇
す
る
等
の
治
水
上
の
支
障
が
生
じ
る
た
め
、
吉
野
川
水

系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
「
治
水
上
支
障
と
な
る
既
設
固
定
堰
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
対
策
を
行
い
、
計
画
規

模
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
必
要
な
対
策
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
定
め

て
い
な
い
。
当
該
「
必
要
な
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
吉
野
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

森
林
の
保
水
力
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
検
討
す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

社
会
資
本
整
備
審
議
会
河
川
分
科
会
（
以
下
「
河
川
分
科
会
」
と
い
う
。
）
及
び
河
川
分
科
会
河
川
整
備
基
本
方
針
検
討

小
委
員
会
（
以
下
「
小
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
球
磨
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
の
審
議
に
お
い
て
は
、
住
民
団

し

体
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
配
付
並
び
に
そ
の
主
な
内
容
の
紹
介
及
び
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
該
意
見
書
は
真
摯
に

二



受
け
止
め
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

国
土
交
通
大
臣
が
河
川
整
備
基
本
方
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）

第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
河
川
整
備
基
本
方
針
が
、
治
水
安
全
度
の
全
国
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
て
定
め
る

目
標
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
客
観
性
及
び
公
平
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
河
川
に
つ
い
て
専
門
的
知
見
を
持

っ
た
高
度
に
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
同
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

こ
の
た
め
、
河
川
分
科
会
及
び
小
委
員
会
（
以
下
「
河
川
分
科
会
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
河
川
整
備
基
本
方
針
に
つ

い
て
の
審
議
に
お
い
て
は
、
住
民
団
体
等
か
ら
審
議
事
項
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、

各
委
員
等
に
配
付
し
た
上
で
審
議
を
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た
、
河
川
分
科
会
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
専
門
分
野
の
委
員

等
が
で
き
る
限
り
多
く
出
席
し
て
審
議
が
で
き
る
こ
と
、
効
率
的
な
会
議
運
営
が
可
能
で
あ
る
こ
と
等
の
観
点
か
ら
そ
の
開

催
場
所
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
「
意
見
書
を
提
出
し
た
住
民
団
体
及
び
傍
聴
者
の
発
言

三



を
認
め
る
べ
き
」
こ
と
及
び
「
当
該
流
域
の
存
す
る
県
庁
所
在
地
あ
る
い
は
流
域
近
辺
の
交
通
至
便
な
地
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
べ
き
」
こ
と
と
は
考
え
て
い
な
い
。

六
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
審
議
会
等
の
運
営
に
関
す
る
指
針
」
（
「
審
議
会
等
の
整
理
合
理
化
に
関
す
る
基
本
的
計
画
」
（
平
成
十
一

年
四
月
二
十
七
日
閣
議
決
定
）
別
紙
�
。
以
下
「
運
営
指
針
」
と
い
う
。
）
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
二
十
号
）
第
八
条
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
七
条
及
び
第
五
十
四
条
の
審
議

会
等
（
以
下
「
審
議
会
等
」
と
い
う
。
）
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
に
定
め
る
も
の
は
、

同
法
第
三
条
の
国
の
行
政
機
関
に
、
法
律
又
は
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
。

河
川
分
科
会
は
、
国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
交
通
省
本

省
に
置
か
れ
た
社
会
資
本
整
備
審
議
会
に
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
た
合
議
制
の
機
関
で
あ
り
、
審
議
会
等
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
河
川
分
科
会
に
は
、
運
営
指

針
が
適
用
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
委
員
会
は
、
河
川
分
科
会
の
内
部
規
則
で
あ
る
社
会
資
本
整
備
審
議
会
河
川
分
科
会
運
営
規
則
第
一

四



条
に
基
づ
き
、
河
川
分
科
会
長
が
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
審
議
会
等
に
は
該
当
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
小
委
員

会
に
は
、
運
営
指
針
は
適
用
さ
れ
な
い
。

六
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
時
間
的
余
裕
」
が
ど
の
程
度
な
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
河
川
分
科
会
等
の
会
議
開
催
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
、
一
週
間
前
に
は
公
表
を
行
っ
て
い
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

河
川
分
科
会
等
に
は
、
御
指
摘
の
「
意
見
聴
取
に
係
る
申
出
又
は
審
議
会
等
に
関
す
る
苦
情
」
（
以
下
「
申
出
等
」
と
い

う
。
）
は
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
寄
せ
ら
れ
た
申
出
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
会
議
の
場
に
お
い
て
各
委
員
等
に
配
付

し
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
な
ど
適
時
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
申
出
等
は
、
文
書
の
み
な
ら
ず
、

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
様
々
な
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

小
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
河
川
分
科
会
長
が
、
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
調
査
さ
せ
る
た
め
、
河
川
分
科
会
に
属
す

五



る
委
員
等
の
う
ち
か
ら
、
河
川
工
学
、
都
市
計
画
、
環
境
、
利
水
等
各
分
野
の
専
門
的
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
者
を
指
名

し
て
い
る
。

八
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
審
議
会
等
の
透
明
化
、
見
直
し
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
年
九
月
二
十
九
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
平
成
七
年

閣
議
決
定
」
と
い
う
。
）
は
、
審
議
会
等
を
対
象
と
し
て
お
り
、
六
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
河
川
分
科
会
は
審

議
会
等
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
河
川
分
科
会
に
は
平
成
七
年
閣
議
決
定
が
適
用
さ
れ
、
ま
た
、
六
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ

た
と
お
り
、
小
委
員
会
は
審
議
会
等
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
小
委
員
会
に
は
平
成
七
年
閣
議
決
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
お
尋
ね
の
「
同
小
委
員
会
に
お
い
て
、
「
省
庁
出
身
者
等
」
が
約
三
分
の
一
も
占
め
て
い
る
状
態
」
及
び
「
建

設
省
河
川
局
長
、
建
設
省
技
監
を
経
て
退
官
し
た
近
藤
徹
氏
を
基
本
方
針
検
討
小
委
員
会
の
小
委
員
長
と
し
て
い
る
こ
と
」

が
、
平
成
七
年
閣
議
決
定
又
は
そ
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

八
の
�
に
つ
い
て

審
議
会
等
の
委
員
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
閣
議
決
定
等
に
沿
っ
て
、
各
審
議
会
等
を
所
管
す
る
各
府
省
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
適
切
に
任
命
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

六



八
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
百
十
四
の
審
議
会
等
の
委
員
等
に
お
け
る
お
尋
ね
の
「
省
庁
出
身
者
等
」
の
数
は
、

会
長
等
は
五
人
、
委
員
は
六
十
二
人
で
あ
る
。

九
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

国
土
交
通
大
臣
が
河
川
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
整
備
計
画
を
定
め
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
九

十
八
条
及
び
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
整
備
局
長
及
び
北

海
道
開
発
局
長
（
以
下
「
地
方
整
備
局
長
等
」
と
い
う
。
）
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
本
省
に
お
い
て
は
、
河
川
整
備
計
画
に
関
し
、
地
方
整
備
局
及
び
北
海
道
開
発
局
（
以
下
「
地
方
整
備
局
等
」

と
い
う
。
）
か
ら
、
そ
の
策
定
状
況
の
報
告
、
内
容
の
相
談
等
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
整
備
局
等
に
対
し
、
当
該
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
住
民
等
に
分
か
り
や
す
い
内
容
と
な
る
よ
う
工
夫
を
行
う
べ
き
こ
と
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

九
の
�
に
つ
い
て

河
川
整
備
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
地
方
整
備
局
長
等
は
、
河
川
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
関
係
住
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
じ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
地
方
整
備
局

七



長
に
対
し
、
指
示
を
す
る
必
要
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

河
川
法
第
十
六
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
河
川
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
意
見
聴
取
及
び
関
係
住

民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
地
方
整
備
局

長
等
が
適
切
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

十
一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
第
十
堰
」
の
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
可
動
堰
以
外
の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
評
価
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

十
一
の
�
に
つ
い
て

吉
野
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
河
川
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
関
係
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
じ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

十
一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
徳
島
市
の
研
究
提
言
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
吉
野
川
流
域
ビ
ジ
ョ
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ン
��
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
吉
野
川
可
動
堰
計
画
に
代
わ
る
第
十
堰
保
全
事
業
案
と
森
林
整
備
事
業
案
の
研
究
成
果
報

告
書
」
（
平
成
十
六
年
三
月
）
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
に
お
い
て
承
知
し
て
お
り
、
一
級
河
川
吉
野

川
水
系
吉
野
川
に
お
け
る
河
川
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
様
々
な
意
見
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

十
一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
第
十
堰
」
の
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
に
お
い
て
、
当

該
堰
の
変
状
調
査
、
空
洞
化
調
査
、
取
付
部
構
造
調
査
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
以
降
に
は
、

出
水
時
に
お
け
る
水
位
観
測
、
堰
下
流
の
河
床
形
状
調
査
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
調
査
等
の
結
果
が
整

理
さ
れ
た
段
階
で
、
御
指
摘
の
「
第
十
堰
に
つ
い
て
の
検
討
の
場
」
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
運
営
方
法
、
設
置

予
定
時
期
等
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
あ
る
。

十
二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

「
く
ま
が
わ
・
明
日
の
川
づ
く
り
報
告
会
」
（
以
下
「
報
告
会
」
と
い
う
。
）
の
開
催
は
、
河
川
分
科
会
等
及
び
熊
本
県

知
事
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
球
磨
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
に
係
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
国
土
交
通
省
の
責

任
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
方
策
の
一
つ
で
あ
る
。
報
告
会
の
日
時
、
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
に
あ
ら
か
じ
め
連
絡
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し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
熊
本
県
知
事
か
ら
は
、
「
国
土
交
通
省
は
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
（
中
略
）
早
急
に

説
明
の
時
期
や
手
法
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
県
民
に
対
し
て
御
説
明
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
要
請
し
ま
す
。
」
と
の
要
請
を

文
書
に
よ
り
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

報
告
会
の
配
付
資
料
で
あ
る
「
球
磨
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
の
内
容
及
び
同
方
針
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
」
に
お
い

て
、
「
小
委
員
会
の
審
議
概
要
」
、
「
小
委
員
会
で
の
主
な
意
見
」
等
の
項
目
の
中
に
熊
本
県
知
事
の
意
見
を
記
載
し
て
い

る
と
と
も
に
、
「
小
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
書
等
に
つ
い
て
」
の
項
目
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
同
分
科
会
若
し
く
は
同
小
委
員
会
に
意
見
書
を
提
出
し
た
住
民
」
が
、
報
告
会
に
出
席
し
、
質
疑
応
答
に
参

加
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
住
民
の
参
加
を
求
め
、
意
見
表
明
の
機
会
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

十
二
の
�
に
つ
い
て

「
球
磨
川
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
は
、
球
磨
川
に
関
す
る
関
係
住
民
の
意
見
等
を
広
く
聴
く
た
め
に
実
施
し
て
い

一
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る
も
の
で
あ
る
が
、
球
磨
川
水
系
に
係
る
河
川
整
備
計
画
の
検
討
に
当
た
っ
て
活
用
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
同
整
備
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
別
途
、
河
川
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
に
基
づ
く
関
係
住
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

十
二
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

球
磨
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
設
置
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
が
そ
の
一
部
を
分
掌
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
報
告
会
は
、
同
局
が
主
体
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

十
二
の
��
に
つ
い
て

報
告
会
は
国
土
交
通
省
の
責
任
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
球
磨
川
水
系
河
川
整

備
基
本
方
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
意
見
を
聴
い
た
分
科
会
長
等
に
出
席
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

十
三
に
つ
い
て

小
委
員
会
の
近
藤
委
員
長
が
、
「
現
在
に
お
い
て
も
国
土
交
通
省
河
川
局
の
職
員
人
事
及
び
政
策
決
定
に
非
公
式
な
影
響

力
を
及
ぼ
し
て
い
る
」
と
い
う
事
実
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
河
川
局
の
職
員
人
事
及
び
政
策

一
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決
定
に
非
公
式
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
省
庁
出
身
者
等
」
も
い
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
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